水路使用許可申請時の注意事項
· 申請書は、３部提出すること。（添付書類はコピー可）

· 添付する図面等は原則別様とすること。（ただし、面積実測図と構造図については、同一としても可）
· 申請にあたっては、事前に水路管理者である当該土地改良区と協議すること。

· 使用（占用）幅については、必要最小限にとどめること。（各土地改良区と協議）

· 余裕幅については、各土地改良区と協議すること。

· 橋梁等の占用の場合は、手摺又は防護柵等を設置し、危険の防止を図ること。

· 他に進入道路があり、それを使用せず橋梁等を設置しようとする場合は、その道路を使用できない理由等を明確にし、理由書（任意様式）を提出すること。

· 占用箇所の状況によっては、道路占用（担当　土木課）、集落排水（担当　下水道課）の関係があるので、それぞれ担当課で協議すること。

添付書類について

（平面図）

· 該当地を住宅地図等（縮尺1/2500以上のもの）に表示すること。
（面積実測図）

· 縮尺は1/50程度とすること。

· 官民境界、水路位置を明示すること。

（構造図）

· 縮尺は1/50程度とすること。

· 官民境界、水路位置を明示すること。

· 断面図を記載すること。

· 原則、水路に直接荷重が掛からず、水路管理に支障のない構造とすること。

（その他）

· その他参考となるものがあれば添付すること。

